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たきかわ環境フォーラム「エコカフェ」のご案内

たきかわ環境フォーラム代表　平田剛士

事務局長　越後弘

073-0034　滝川市空知町 2-6-31　滝川市森のかがく活動センター内

電話／ファクス　0125-24-2447（越後）　

http://ecoup.hp.infoseek.co.jp/index.html

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。ひごろよりたきかわ環境フォーラムの

活動にご理解とご支援をいただき、たいへんありがとうございます。

　ご好評をいただいている「エコカフェ」を今月も下記要領で開催します。

　つきましては、ひとりでも多くのみなさまに関心をお寄せいただきたく、事前告知と当日の取

材・報道をお願い申し上げます。

第４回エコカフェ「米⋯⋯神がかりな食物」

日時 2009 年 7 月 25 日（土曜）午後１時半~

会場 滝川市森のかがく活動センター（滝川市空知町 2-6-31）

講師 寺崎啓一さん（コメ生産農家、「とんぼの会」会長）

入場料 無料（いれたての「季節のブレンドコーヒー」や紅茶＝各 100 円を

用意しています。マイカップをご持参下さい）

お申し込み 不要

お問い合わせ 電話／ファクス　0125-24-2447（越後）

主催 たきかわ環境フォーラム

講師紹介　寺崎啓一さん・「とんぼの会」会長

　滝川市江部乙町の米生産農家。二十数年前、世界中から様々な食材が大量に輸入され、

「有機農法は勇気農法」と煙たがられていた時代、江部乙の若い農業者たちとともに、生

産性よりも「消費者が安心して食べられること」を優先したお米作りを始めました。まだ

米の流通が国の管理下で厳しく規制されていた中で、平成８年、札幌の消費者との契約を

実現。「生産者の顔の見えるお米」の栽培がスタートしました。同年、その仲間たちで「と

んぼの会」を結成。その後、イエス・クリーン米、高度クリーン米と、減農薬への取り組

みを進化させるとともに、消費者と一緒に実験や体験を重ね、１年を通しての米作りを体

験してもらおうと「子供米作り体験隊」を結成。それらの取り組みが評価され、平成 17

年「ホクレン夢大賞」を受賞しました。

　今回の「エコカフェ」では、私たちが毎日食べる「米」について、その不思議な魅力を

お伝えいただきます。


